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町
で
は
、
昨
年
七
月
か
ら
新
た
な

行
財
政
改
革
推
進
体
制
の
も
と
、
全

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
健
全

な
行
財
政
運
営
に
向
け
て
、
今
後
３

年
間
の
指
針
と
な
る
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
策
定
の
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
有
識

者
十
五
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
町

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の
答
申

は
も
と
よ
り
、
町
内
会
連
合
会
の
提

言
、
さ
ら
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
議
会
に
よ
る
度
重
な
る
議
論

を
踏
ま
え
て
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

プ
ラ
ン
の
取
組
み
は
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
三
カ
年

で
す
が
、
今
後
も
国
の
三
位
一
体
改

革
の
各
論
部
分
の
影
響
を
始
め
と
す

る
社
会
情
勢
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
取
組
み
期
間
中
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
踏
ま

え
、
常
に
定
型
化
し
が
ち
な
業
務
の

見
直
し
と
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
取
組
み
の
過
程
に
お
い
て

は
、
改
革
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

可
能
な
限
り
緩
和
出
来
る
よ
う
な
方

策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
へ
随
時
公
表
し
透
明
性
を
確
保

し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
自
ら
の
発
想
で
独
自
の
町
政

の
実
現
に
向
け
、「
住
民
協
働
」
を
基

軸
に
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
で
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」を
策
定

　

二
月
三
日
、
岐
阜
東
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
岐
阜
市
）
か

ら
「
公
共
施
設
巡
回
町
民
バ
ス
の
集
合
場
所
お
よ
び
笠
松
中
学

校
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ベ
ン
チ
二
十
五
基
の
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄 附

▲完成した第３分団消防車庫

　

笠
松
町
消
防
団
第
３
分
団
車
庫
が

下
羽
栗
会
館
の
地
階
に
完
成
し
、
多

数
の
関
係
者
が
出
席
す
る
な
か
完
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
庫
は
、
会
館
地
階
の
既
存

の
中
部
班
車
庫
と
、
ピ
ロ
テ
ィ
ー
部

分
を
改
修
し
、
団
員
の
詰
め
所
な
ど

を
併
設
し
た
も
の
で
す
。
消
防
自
動

車
三
台
を
収
容
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
下
羽
栗
地
域
の
消
防
防
災

活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し

た
施
設
で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は

こ
の
会
館
を
避
難
所
と
し
て
指
定
し

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
耐
震
補
強

工
事
を
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
施
設
の
供
用
開
始
に

伴
い
、
米
野
班
・
円
城
寺
班
の
各
車

庫
は
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。

笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠笠松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団笠松町消防団
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▲山田会長から答申を受ける広江町長
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▽
笠
松
町
水
道
事
業
給
水
条
例
に
つ

い
て

　
　

事
業
見
直
し
な
ど
に
伴
う
規
定

整
備
で
、
水
道
料
金
な
ど
は
現
行

ど
お
り
と
し
な
が
ら
、
徴
収
事
務

お
よ
び
手
数
料
の
見
直
し
を
行
い
、

条
例
全
般
の
条
文
整
理
を
実
施
。

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
給
水
装
置

工
事
事
業
者
指
定
手
数
料
を
新
設

（
一
件
二
万
円
）
し
、
設
計
審
査
お

よ
び
工
事
検
査
手
数
料
を
改
定

（
一
件
三
千
円
）
す
る
な
ど
。

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

▽
笠
松
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
に
つ
い
て

　
　

公
共
施
設
の
使
用
見
直
し
に
伴

う
規
定
整
備
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

消
防
セ
ン
タ
ー
の
公
共
施
設
と
し

て
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
、
他

の
公
共
施
設
と
同
様
な
使
用
料
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
使
用
許
可
、

使
用
制
限
、
そ
の
他
の
事
項
を
規

定

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

▽
笠
松
町
証
紙
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
の
納
付

手
続
き
の
見
直
し
に
伴
い
、
収
入

証
紙
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

　
　

た
だ
し
、
六
月
三
十
日
ま
で
は

経
過
措
置
に
よ
り
使
用
可
能

▽
笠
松
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　

事
業
見
直
し
に
伴
う
規
定
整
備

で
、
原
動
機
付
自
転
車
臨
時
運
行

の
標
識
に
か
か
る
取
扱
い
を
見
直

し
、
標
識
貸
与
手
数
料
を
設
定
し

標
識
亡
失
弁
償
金
を
改
定

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

▽
笠
松
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

岐
阜
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一

部
改
正
に
伴
う
規
定
整
備

▽
笠
松
町
緑
会
館
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

町
外
使
用
者
の
使
用
料
金
の
見

直
し
で
、
規
定
額
の
十
倍
を
五
倍

に
引
き
下
げ
る
も
の
。

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

▽
笠
松
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　

乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒
医
療
費

助
成
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
規
定

整
備
で
、
対
象
年
齢
の
引
き
下
げ

を
行
い
、
満
十
歳
に
達
し
た
日
以

後
最
初
の
四
月
一
日
か
ら
満
十
五

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
者
に
つ
い
て
は
、
入

院
の
場
合
の
み
を
助
成
対
象
と
す

る
も
の
。

　
　
（
小
学
校
五
年
生
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
の
者
は
入
院
の
み
の
医

療
費
助
成
で
、
通
院
は
非
該
当
と

な
る
。）

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

▽
笠
松
町
火
葬
場
、
霊
柩
車
及
び
墓

地
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

笠
松
町
緑
会
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
と
同
内
容

▽
笠
松
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
規
定
整
備
で
、
放
置
物
件
対
策

に
関
す
る
条
文
を
追
加

▽
笠
松
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

事
業
見
直
し
に
伴
う
規
定
整
備

で
、
排
水
設
備
工
事
業
者
指
定
手

数
料
（
一
万
円
）、
設
計
審
査
お
よ

び
工
事
検
査
手
数
料
（
三
千
円
）

を
設
定
す
る
な
ど
。

　
　

施
行
は
平
成
十
七
年
四
月
一
日

▽
笠
松
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　

水
道
事
業
給
水
条
例
の
整
備
に

関
連
し
た
規
定
整
備

▽
平
成
十
六
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
笠

松
中
学
校
北
舎
耐
震
補
強
、
大
規

模
改
造
事
業
費
、
乳
幼
児
、
児
童

生
徒
医
療
費
制
度
見
直
し
に
伴
う

事
務
費
、
施
設
使
用
見
直
し
に
伴

う
松
枝
公
民
館
改
修
費
の
ほ
か
、

寄
附
に
伴
う
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
な
ど
総
額
二
億
八
百
六
十
九
万

六
千
円
の
増
額
補
正
を
行
う
も
の
。

平
成
十
七
年

第
一
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
開
会

　

平
成
十
七
年
第
一
回
笠
松
町
議
会
臨
時
会
が
二
月
四
日
（
金
）
開
催
さ
れ
、
次
の
案
件

が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
条
例
案
件
十
一
件
の
う
ち
九
件
は
行
財
政
改
革
に
伴
う
事
業
見
直
し
に
よ
る

も
の
で
す
。

� �����

� �����

　

平
成
十
六
年
度
東
海
四
県
体
育
指

導
委
員
研
究
大
会
が
二
月
四
日
、
三

重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、

そ
の
席
上
で
、
松
原
亘
弘
さ
ん
（
無

動
寺
）
が
東
海
四
県
体
育
指
導
委
員

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
原
さ
ん
は
、
平
成
二
年
に
町
体

育
指
導
委
員
に
就
任
さ
れ
、
以
来
、

平
成
十
年
か
ら
は
、
同
委
員
長
と
し

て
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
育
成
な
ど
、
長
き
に
わ
た
り

住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

東
海
四
県
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

松　

原　

亘　

弘
さ
ん

　

二
月
四
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ

た
大
野
�
な
ゑ
さ
ん
宅
（
田
代
）
を

広
江
町
長
が
訪
ね
、「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
」
と
祝
状
と
祝
金
三
十
万
円
を
贈

り
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

百
歳
お
め
で
と
う

大
野
�
な
ゑ
さ
ん
へ
長
寿
者
褒
賞
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町
で
は
、
誰
も
が
安
心
、
安
全
、

快
適
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
第
三
回
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
委
員
会
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
月
六
日
（
木
）、
役
場
で
第
三
回

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
内
容
を

中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
問
題
・
課
題
の
整
理

　

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
、

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
か
ら
、

名
鉄
笠
松
駅
と
そ
の
周
辺
の
問
題
や

課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。

■
重
点
整
備
地
区
の
設
定

　

名
鉄
笠
松
駅
を
中
心
と
し
た
徒
歩

圏
（
お
お
む
ね
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
）
を
基
準

と
し
て
、
役
場
、
中
央
公
民
館
、
福

祉
会
館
、
緑
会
館
、
厚
生
会
館
、
歴

史
民
俗
資
料
館
を
含
む
区
域
を
重
点

整
備
地
区
に
設
定
し
ま
し
た
。

○
重
点
整
備
地
区
と
は

　

特
定
旅
客
施
設
（
笠
松
町
で
は
名

鉄
笠
松
駅
が
該
当
）
を
中
心
と
し
て

重
点
的
・
一
体
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
図
る
べ
き
地
区
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
要
件
の
一
つ
と
し
て
、「
特

定
旅
客
施
設
を
中
心
に
、
特
定
旅
客

施
設
と
の
間
の
移
動
が
通
常
徒
歩
で

行
わ
れ
る
区
域
で
、
お
年
寄
り
や
身

体
障
害
者
の
ほ
か
多
く
の
か
た
が
日

常
生
活
や
社
会
生
活
で
利
用
す
る
主

要
な
施
設
を
含
む
地
区
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
特
定
経
路
（
案
）
の
抽
出

　

重
点
整
備
地
区
内
で
、名
鉄
笠
松
駅

と
主
要
な
施
設
と
を
結
ぶ
経
路
を
特

定
経
路（
案
）と
し
て
抽
出
し
ま
し
た
。

○
特
定
経
路
と
は

　

駅
と
周
辺
の
主
要
な
施
設
を
結
ぶ

経
路
の
う
ち
、
特
に
重
点
的
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
る
べ
き
経
路
の
こ

と
で
す
。
特
定
経
路
は
、
有
効
幅
員

二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
歩
道
を
設
け
る

こ
と
が
条
件
で
、
二
〇
一
〇
年
（
平

成
二
二
年
）
ま
で
に
整
備
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
経
路
の
条
件
を
満
た

す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
駅
と
主

要
な
施
設
を
結
ぶ
経
路
の
う
ち
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で
あ
り
、
将

来
的
に
何
ら
か
の
方
法
で
歩
行
者
の

交
通
に
配
慮
し
た
道
路
構
造
に
す
る

路
線
を
「
準
特
定
経
路
」
と
位
置
付

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
予
定

　

今
回
整
理
し
た
問
題
・
課
題
や
特

定
経
路
・
準
特
定
経
路
を
も
と
に
、

次
回
委
員
会
ま
で
に
笠
松
駅
は
名
鉄

が
、
信
号
機
な
ど
は
公
安
委
員
会
が
、

県
道
は
県
が
、
町
道
は
町
が
具
体
的

な
整
備
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
、
今
後

の
委
員
会
の
中
で
調
整
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

▲熱心の討議するメンバーの皆さん

中央公民館 

厚生会館 

木
曽
川
橋 

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線 

N

西笠松駅 

笠松駅 

名
鉄
竹
鼻
本
線 

主
要
地
方
道
岐
阜
稲
沢
線 

県道東笠松停車場線 

県道下
中屋笠

松線 

県
道
下
印
食
笠
松
線 

県
道
下
印
食
笠
松
線 

木
曽
川
橋
梁 

名
鉄
名
古
屋
本
線 

県道鶉笠松線 

県
道
正
木
岐
阜
線 

県
道
正
木
岐
阜
線 

駅から 
1km

駅から 
500m

緑会館 福祉会館 

笠松町役場 

歴史民俗資料館 

重点整備地区 

特定経路 

準特定経路 

▲重点整備地区／特定経路（案）
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３月２５日（金）
～４月１０日（日）

「大名行列お奴」
毛槍の振り手募集

内　　容行事・日程

奈良津堤三角駐車場付近一帯の
桜並木のライトアップ
（午後１０時まで）
※安全面および景観上ロープな
どによる場所取りは禁止。

桜まつり
　３月２５日（金）
　～４月１０日（日）

本町通り一帯を歩行者天国にし
てフリーマーケット、即売会、
屋台コーナー、駄菓子販売、子
ども広場など、かつての陣屋市
の賑わいを再現。

笠松陣屋市
　４月９日（土）

産霊神社境内で町内みこし奉納、
屋台コーナー、舞台イベント、
抽選会の開催。

宵まつり
　４月９日（土）

本まつり開催に当たり、笠松清
流太鼓の活気ある演奏にて盛り
上げ、セレモニーおよび大名行
列出発式を行う。

本まつりセレモニー
　４月１０日（日）

園児のかわいい演技、婦人会の
手踊りによるパレード。
大名行列お奴は毛槍を掛け声と
ともに投げ渡しながら練り歩く
伝統芸能、八幡神社と産霊神社
に奉芸。

パレードと大名行列お奴
　４月１０日（日）

　「大名行列お奴」の毛槍の振り手として、笠松
春まつりに参加していただける熱意のあるかた
を募集します。
【募集年齢】高校生以上
【募集人員】２０人程度
【募集期限】３月１８日（金）
【問合先】笠松大名行列お奴保存会事務局
　　　　（役場企画課内）

フリーマーケット
出店者募集

【月　日】４月９日（土）
【場　所】笠松陣屋市会場
【応募資格】町内に在住の１８歳以上で営利目的
でないかた
　※なお、実行委員会が認めない物品につい
ては、販売できません。
　詳しくは、笠松町商工会にお問い合わせく
ださい。
【出店料】無料
　（ただし、１人１ブース３m×２ｍ限り）
【申込期限】３月１１日（金）
【申込・問合先】笠松町商工会　�３８８・２５６６
ＦＡＸ　３８７・６８４０

　かさまつまちづくりイベント実行委員会主催の「笠松春まつり」が３月２５日（金）から４月１０日（日）ま
で行われます。
　期間中は、奈良津堤で開催される「桜まつり」を皮切りに、「笠松陣屋市」、「宵まつり」、「本まつり」な
ど、多彩な催しが開催されます。特に１０日の本まつりには、役場前や本町通りで、笠松清流太鼓の演奏や婦
人会・園児による演技が繰り広げられます。また、大名行列お奴の奉芸も行われます。　
是非お出かけください。
※詳しくは、広報かさまつ４月号でお知らせします。

【活動内容】
　サポーター会議への参加（平日夜間、月１回程度実施）
やイベント当日の運営スタッフとして積極的に係わって
いただきます。
※活動はボランティアで、任期はサポートするイベント
終了までの約１年です。

【募集人数】２０人程度
【応募資格】町内在住・在勤の高校生以上のかた
【申込期限】３月１８日（金）
【申込先】
　かさまつまちづくりイベント実行委員会事務局
　（役場企画課　内線２３４）ＦＡＸ　３８７・５８１６

イベントサポーター募集
　かさまつまちづくりイベント実行委員会では、町の伝統文化を守り、活性化を図るために、誰もが気軽に参加できる
イベントの企画から運営までを、住民主体で行うことを目的としてイベントサポーターを募集します。
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四
月
一
日
か
ら
保
育
時
間
や
保
育

料
な
ど
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

す
。

○
保
育
時
間

　

第
一
保
育
所
だ
け
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
、
午
後
七
時
ま
で
の
延
長
保

育
を
松
枝
保
育
所
・
下
羽
栗
保
育
所
・

笠
松
保
育
園
で
も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
午
後
六
時
以
降
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
月
額
２
�
０
０
０
円
の

利
用
料
を
徴
収
し
ま
す
。

○
保
育
料

　

所
得
に
よ
る
階
層
を
従
来
の
五
階

層
か
ら
七
階
層
に
改
正
し
、
国
の
基

準
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
階
段
的

に
引
き
上
げ
ま
す
。

○
一
時
保
育
料

　

利
用
さ
れ
る
児
童
の
保
育
料
の
日

割
り
に
よ
り
徴
収
し
て
い
ま
し
た
が
、

年
齢
区
分
に
従
い
三
歳
以
上
児
が
日

額
１
�
４
０
０
円
、
三
歳
未
満
児
が

日
額
２
�
０
０
０
円
の
定
額
に
改
正

さ
れ
ま
す
。

○
保
育
所
通
所
（
園
）
バ
ス

　

現
在
、
無
料
で
運
行
し
て
い
ま
す

が
、
往
復
利
用
の
場
合
は
月
額
３
�

０
０
０
円
、
片
道
利
用
の
場
合
は
月

額
１
�
５
０
０
円
の
有
料
と
な
り
ま

す
。

　

四
月
一
日
よ
り
、
乳
幼
児
、
児
童
、

生
徒
医
療
費
助
成
制
度
が
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
年
齢
】

入
院　

十
五
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で

外
来　

十
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で

【
助
成
方
法
】

○
十
歳
（
小
学
四
年
生
）
に
な
る
年

度
末
ま
で

県
内　

受
給
者
証
に
よ
り
窓
口
無
料

県
外　

医
療
機
関
で
医
療
費
を
支

払
っ
た
あ
と
、
福
祉
医
療
費

支
給
申
請
書
を
役
場
へ
提
出

○
十
一
歳
（
小
学
五
年
生
）
〜
十
五

歳
（
中
学
三
年
生
）
に
な
る
年
度

末
ま
で

入
院　

県
内
・
県
外
い
ず
れ
で
受
診

の
場
合
も
、
医
療
機
関
で
医

療
費
を
支
払
っ
た
あ
と
、
福

祉
医
療
費
支
給
申
請
書
を
役

場
へ
提
出

【
受
給
者
証
の
交
付
】

○
四
月
一
日
現
在
三
歳
〜
十
歳

　
（
小
学
四
年
生
）
の
か
た

　

今
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証

（
水
色
）
を
送
付
し
ま
す
。

※
四
月
一
日
現
在
三
歳
未
満
の
か
た

に
つ
い
て
は
、
三
歳
誕
生
日
の
月

末
に
新
し
い
受
給
者
証
（
水
色
）

を
送
付
し
ま
す
。

【
受
給
者
証
の
返
却
】

　

現
在
、
桃
色
の
受
給
者
証
を
お
使

い
の
か
た
は
、
四
月
一
日
以
降
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
四
月
十

五
日
ま
で
に
次
の
場
所
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
返
却
場
所　

役
場
、
福
祉
健
康
セ

ン
タ
ー
、
松
枝
支
所
、
総
合
会
館
、

各
保
育
所
、
各
小
中
学
校

　

四
月
一
日
か
ら
公
共
施
設
の
利
用

料
や
諸
証
明
の
手
数
料
は
、
現
金
で

の
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
購
入
さ
れ
た
証
紙

は
、
六
月
三
十
日
ま
で
使
用
出
来

ま
す
。

　

笠
松
町
自
転
車
駐
車
場
の
使
用
料

金
が
四
月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
料
金
改
正
に
併
せ
て
六
ケ

月
の
使
用
申
込
み
並
び
に
二
ケ
月
以

上
の
使
用
に
つ
い
て
、
料
金
割
引
制

度
を
新
設
し
ま
す
。

　

改
正
後
の
料
金
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

行
財
政
改
革
で

四
月
一
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

保
育
所
の
保
育
時
間
や

保
育
料
な
ど

福
祉
健
康
課

乳
幼
児
、児
童
、生
徒

医
療
費
助
成
制
度福

祉
健
康
課

自
転
車
駐
車
場
の

使
用
料

環
境
経
済
課

笠松町公共施設巡回町民バス時刻表
【平日・土曜日】 

始発： 午前７時２０分発（下門間ゆき・米野高瀬ゆき）

最終： 午後５時２０分発（下門間ゆき・米野高瀬ゆき）

【日曜日・祝日】

始発：午前８時２０分発（下門間ゆき）、午前７時２０分発（米野高瀬ゆき）

最終：午後４時２０分発（下門間ゆき）、午後５時２０分発（米野高瀬ゆき）

下 門 間 ゆ き

日曜日・祝日平日・土曜日集 合 場 所 名

※
日
曜
日
・
祝
日
は
「
二
時
間
に
一
本
の
運
行
」
と
な
り
ま
す
。

　

下
門
間
ゆ
き
は
偶
数
時
（
午
前
八
時
、
午
前
十
時
、
正
午
、
午
後
二
時
、
午
後
四
時
）
発
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
集
合
場
所
の
発
着
時
刻
は
平
日
と
同
じ
で
す
。

毎時 ２０分発米 野 高 瀬１

２１分東 米 野２

２２分米 野３

２３分スポーツ交流館前４

２４分無 動 寺５

２５分中 野６

２６分中 野 郵 便 局 前７

２９分下 羽 栗 会 館８

３０分総 合 会 館９

３２分東 円 城 寺１０

３３分円 城 寺１１

３３分円城寺こども遊園地前１２

３７分名 鉄 笠 松 駅１３

３９分福 祉 会 館１４

４０分中 央 公 民 館 前１５

４１分笠 松 中 学 校 前１６

４２分笠 松 郵 便 局 前１７

４５分笠 松 小 学 校 前１８

４６分役 場１９

４７分歴史民俗資料館前２０

４７分西 町２１

４８分児 童 館 前２２

４９分田 代 中２３

５０分田 代２４

５１分長 池２５

５２分松 枝 小 学 校 前２６

５３分狐 山２７

５４分北 及 東２８

５４分緑 地 公 園 前２９

５５分北 及 西３０

５５分小 町 屋３１

５６分南 栄 町３２

５９分福祉健康センター３３

０２分運 動 公 園 前３４

０２分門 間 口３５

０５分北 門 間３６

０８分中 門 間３７

０９分着下 門 間３８

乗車料金：運行協力募金（１００円を目安）をお願いしています。

平成１７年４月１日改正

公共施設巡回町民バス
～日曜・祝日の運行時刻が変わります～

　町では、行財政改革に伴い、公共施設巡回町民バスの運行体系の在り方を、利用状況などから検討した結
果、４月１日から、「日曜・祝日」については、運行本数を減らすことになりました。
　２時間に１本の運行となりますので、ご利用の際は、時刻表で確認のうえ、お間違えのない様にしてくだ
さい。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　なお、時刻表は左ページに掲載のとおりです。

使　　用　　料
使用者の区分

左記以外のかた町内に住所があるかた
町内の事業所にお勤めのかた

１,３００円１,０００円１カ月

月ぎめ
２,４００円１,９００円２カ月

３,６００円２,７００円３カ月

７,０００円５,４００円６カ月

１００円日ぎめ

米 野 高 瀬 ゆ き

日曜日・祝日平日・土曜日集 合 場 所 名

※
日
曜
日
・
祝
日
は
「
二
時
間
に
一
本
の
運
行
」
と
な
り
ま
す
。

　

米
野
高
瀬
ゆ
き
は
奇
数
時
（
午
前
七
時
、
午
前
九
時
、
午
前
十
一
時
、
午
後
一
時
、
午
後
三
時
、
午
後
五
時
）
発
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
集
合
場
所
の
発
着
時
刻
は
平
日
と
同
じ
で
す
。

毎時 ２０分発下 門 間３８

２１分中 門 間３７

２３分北 門 間３６

２６分門 間 口３５

２６分運 動 公 園 前３４

２９分福祉健康センター３３

３１分南 栄 町３２

３１分小 町 屋３１

３２分北 及 西３０

３３分緑 地 公 園 前２９

３３分北 及 東２８

３４分狐 山２７

３４分松 枝 小 学 校 前２６

３５分長 池２５

３７分田 代２４

３８分田 代 中２３

３９分児 童 館 前２２

４０分西 町２１

４０分歴史民俗資料館前２０

４１分役 場１９

４３分笠 松 小 学 校 前１８

４６分笠 松 郵 便 局 前１７

４７分笠 松 中 学 校 前１６

４８分中 央 公 民 館 前１５

５０分福 祉 会 館１４

５２分名 鉄 笠 松 駅１３

５６分円城寺こども遊園地前１２

５７分円 城 寺１１

５８分東 円 城 寺１０

００分総 合 会 館９

０１分下 羽 栗 会 館８

０４分中 野 郵 便 局 前７

０４分中 野６

０５分無 動 寺５

０６分スポーツ交流館前４

０７分米 野３

０９分東 米 野２

１０分着米 野 高 瀬１

運休日：１２月２９日～翌年１月３日

証
紙
の
使
用
が
廃
止

総
務
課
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高
齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
し
よ

う
と
町
老
人
福
祉
大
会
と
芸
能
発
表

会
が
二
月
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で

会
員
ら
三
百
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
広
江
町
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
伊
藤
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
か
ら
多
年
に
わ
た
り
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
会
の
運
営

に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
や
優
良
ク
ラ

ブ
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
加
藤
県
議
会
議
員
、
葛

西
岐
阜
地
域
福
祉
事
務
所
長
を
は
じ

め
来
賓
の
か
た
が
た
か
ら
の
祝
辞
や
、

長
寿
社
会
に
生
き
が
い
を
求
め
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
活
動
」
な
ど
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
趣
旨
と

す
る
大
会
宣
言
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
会
員
に
よ
る

芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、
民
踊
、
民

謡
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
日
ご
ろ

の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

【
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
】

◆
個
人

　

村
井
隆
太
郎
（
柳
原
町
長
寿
会
）

　

川
本
清
彦
（
西
金
池
町
福
寿
会
）

　

足
立
二
郎
（
長
池
寿
会
）

　

堀
江　

好
（
北
門
間
第
１
寿
会
）

◆
団
体

　

美
笠
老
人
ク
ラ
ブ
２
組

　

円
城
寺
円
寿
会

▲舞踊を披露する会員の皆さん

町老人福祉大会・芸能発表会
民踊、カラオケなどを披露

　

町
・
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催

の
「
三
世
代
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
が
、

二
月
十
三
日
、
福
祉
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
囲
碁
・
将
棋
の
愛
好
者

六
十
人
が
参
加
し
、
将
棋
の
部
で
は

小
学
生
の
少
年
棋
士
が
大
人
に
混
じ

り
大
奮
戦
。

　

熱
の
入
っ
た
対
局
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

囲
碁
の
部

◆
Ａ
級
の
部

　

優　

勝　

杉
山
良
一
（
円
城
寺
）

　

準
優
勝　

山
田
定
夫
（
長
池
）

　

三　

位　

斉
藤
宗
利
（
瓢
町
）

三
世
代
囲
碁
・
将
棋
大
会

愛
好
者
同
士
の
熱
い
戦
い

▲真剣な眼差しで盤を見つめる参加者

「火は消した？いつも心にきいてみて」

３月１日（火）～７日（月）

◆
Ｂ
級
の
部

　

優　

勝　

森　
　

智
（
米
野
）

　

準
優
勝　

井
上
良
一
（
上
柳
川
町
）

　

三　

位　

永
井
秀
幸
（
中
新
町
）

◆
Ｃ
級
の
部

　

優　

勝　

羽
渕
義
見
（
江
川
）

　

準
優
勝　

山
田
恒
治
（
東
宮
町
）

　

三　

位　

則
武
昭
二
（
東
陽
町
）

将
棋
の
部

◆
Ａ
級
の
部

　

優　

勝　

伊
藤
数
彦
（
西
町
）

　

準
優
勝　

丹
下
嘉
治
（
朝
日
町
）

　

三　

位　

安
藤
憲
宏
（
円
城
寺
）

◆
Ｂ
級
の
部

　

優　

勝　

島
根
次
郎
（
友
楽
町
）

　

準
優
勝　

山
川
壽
太
郎
（
門
前
町
）

　

三　

位　

村
井
隆
太
郎
（
柳
原
町
）



9

町・町老連室内ペタンク大会
　町・町老人クラブ連合会主催の室内ペタンク大会が

１月２６日、町民体育館と中央公民館で百人が参加し

て行われました。

　成績は、次のとおりです。

各ブロック優勝チーム

　Ａブロック　朝日会チーム

　Ｂブロック　松枝クラブＥチーム

　Ｃブロック　笠松ペタンクＥチーム

　Ｄブロック　松枝クラブＢチーム

　Ｅブロック　笠松ペタンクＣチーム

　Ｆブロック　松枝クラブＣチーム

　Ｇブロック　えんちゃんチーム

　町・町老人クラブ連合会主催の室内グラウンド・ゴ

ルフ大会が１月２０日、町民体育館と中央公民館で１６０

人が参加して行われました。

　成績は、次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　優　勝　河田忠雄（中新町）

　準優勝　荻野縫子（北及）

　三　位　馬場道子（長池）

町・町老連　　　　　　　　
室内グラウンド・ゴルフ大会

ジュニアオリンピックに出場

トヨタジュニアテニストーナメントに出場

　３月２７日から東京辰巳国際水泳場で開催され

る、第２７回全国ＪＯＣジュニアオリンピック

カップ春季水泳競技大会に当町から堀江みゆき

さん（笠中２年）と武仲茜さん（下小３年）が出

場されます。健闘をお祈りします。

　３月３０日から愛知県の東山公園テニスセン

ターで開催される、トヨタジュニアテニストー

ナメント全国大会に当町から田島杏奈さん（笠中

２年）が出場されます。健闘をお祈りします。
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　家庭で使用済みとなった食用油の回収を町婦人会・
生活学校の協力で、次のとおり実施します。ご利用く
ださい。
【月　日】３月１５日（火）

【時　間】午前９時３０分～１１時３０分

【回収場所】役場・中央公民館・松枝公民館
　　　　     下羽栗会館
※牛乳パック・ダンボール・アルミ缶・新聞紙も同時
に回収します。

〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

　固定資産税の納税者の皆さんが、自己所有の土地や
家屋の価格（評価額）について、周辺の土地・建物と
比較し、価格の適正さについて「土地・家屋価格等縦
覧帳簿」で確認することができます。
　なお、個人情報に関すること（所有者、課税標準額、
税額）は縦覧の対象ではありません。
【縦覧期間】４月１日（金）～５月２日（月）
　　　　     ※土・日曜日、祝日を除く
【縦覧時間】午前８時３０分～午後５時１５分
【縦覧場所】役場　税務課窓口
【縦覧できるかた】

　①笠松町の固定資産税（土地・家屋）の納税者
　②①の納税者の同居の親族
　③①の納税者の代理人〈「委任状」の提示が必要〉
【持ち物】

　・本人、または本人と同居の親族であることが証明
できるもの（納税通知書、課税明細書、運転免許
証など）

　・印鑑
　・代理人のかたは「委任状」
　※縦覧期間以外は、土地・家屋価格等縦覧帳簿の公

開は一切出来ませんのでご了承ください。
　※償却資産については、すべて閲覧となります。

使用済みとなった食用油の回収
 環境経済課

　町では、町民の皆さんが生き生きとした生活が送れ
るように月に５回、作品づくり、音楽や転倒予防教室
として簡単なストレッチと筋力トレーニングを行いま
す。
【対象者】４０歳以上のかた

固定資産価格の縦覧 税務課

食
用
油 

「ふれあいひろば」参加者募集 福祉健康課

４月・５月の日程
時　　間対象地域場　　所内　　容曜日日月

午前１０時～１１時３０分※松枝地域福祉健康センター園　　芸火５日

４月
午前１０時～１１時３０分※笠松地域福祉会館園　　芸木７日
午後１時３０分～３時３０分全地域福祉健康センター音楽療法水１３日
午後１時３０分～３時３０分全地域総合会館転倒予防教室水２０日
午前１０時～１１時３０分※下羽栗地域総合会館園　　芸水２７日
午後１時３０分～３時３０分全地域福祉健康センター高齢者とのウォーキング水１１日

５月 午後１時３０分～３時３０分全地域総合会館転倒予防教室水１８日
午前１０時～１１時３０分※下羽栗地域総合会館音楽療法水２５日

※対象地域以外の参加も差し支えありませんが、内容は各地域同様です。
◎時間など変更する場合があります。

　６月・７月の日程は、広報かさまつ５月号でお知らせします。
【申　込】事前の申込みが必要。
【申込・問合先】福祉健康課
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運動場・テニスコート（４月分）
【月　日】３月２５日（金）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

　４月１日から、情報交流センター（北事務所１階：
東陽町）の開設時間が次のように変更になります。町
内に在住または、在勤のかたならどなたでもパソコン
や高速インターネットをご利用いただくことができま
す。
　お気軽にお立ち寄りください。
【変更前】

　（平日）午前９時～午後９時３０分まで
　（土・日・祝）午前９時～午後９時３０分まで
　（年末年始は休館）
【変更後】

　（平日）午前９時～午後５時
　（土・日・祝）午前１０時～午後９時３０分まで
　（年末年始は休館）

　１歳７か月から就学前までのお子さんを対象に実施
しています薬物（フッ素・フッ化銀）塗布は、４月か
ら、１歳６か月児健診および３歳児健診時に、それぞ
れの健診対象のお子さんに実施しますので、ご注意く
ださい。

　児童館では、あそびを通して親子のふれあいの場を
提供することを目的とした「ピヨピヨひろば」を開催
しています。是非ご参加ください。
【上半期の開催日】

【時　間】午前１０時３０分～（約４５分間）
【対象者】乳幼児とその保護者のかた
【定　員】２０組
【申込先】児童館　�３８８・０８１１

　結核予防法の改正により、ツベルクリン反応検査お
よびＢＣＧ予防接種が、４月１日から次のように変更に
なります。
　１．ツベルクリン検査の廃止
　　ツベルクリン検査を実施せず直接ＢＣＧ予防接種
を行います。
　２．ＢＣＧ予防接種対象年齢の引き下げ
　　ＢＣＧ予防接種対象年齢が４歳未満から生後６か
月未満になります。
○まだＢＣＧ予防接種を受けていない生後３か月以上
４歳未満のお子さんは、次の日程でツベルクリン反
応検査およびＢＣＧ予防接種を実施しますので、是非
受けてください。

○４月の乳児健診対象の平成１６年
１２月生まれのお子さんからは、
毎月乳児健診時にＢＣＧの予防接
種を行います。

　町では、町民の皆さんに健康で明るい生活を送って
いただけるよう、毎年定期的に、各種健（検）診を実
施しています。
　広報かさまつ３月号と一緒に「健康診査申込書（家
族調査票）」をお配りしましたので、記入上の注意を良
く読みご記入ください。
【調査対象】昭和６２年４月１日以前に生まれたかた
【調査期間】３月１日（火）～１０日（木）
※調査票は変更のあった該当者のみ回収します。
※健（検）診により、検査内容、検査方法、対象年齢
および自己負担金が変更するものがありますので、
同封の「平成１７年度健（検）診予定」をご覧くださ
い。
※４０歳から５０歳の女性のかたは、乳がん検診の検査方
法が変わりますので、乳がん検診の前年受診状況が
記入されていません。

ピヨピヨひろばの開催 児童館

健康診査申込（家族調査）
 福祉健康課

ツベルクリン反応検査および
ＢＣＧ予防接種 福祉健康課

３月９日（水）
　　２３日（水）

ツベルクリン反応検査

３月１１日（金）
　　２５日（金）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

情報交流センターの開設時間の変更
 企画課

薬物（フッ素・フッ化銀）塗布
 福祉健康課

１４日（木）・１５日（金）４　　月

１２日（木）・１３日（金）５　　月

２日（木）・３日（金）６　　月

７日（木）・８日（金）７　　月

８　　月

１日（木）・２日（金）９　　月
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〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

　

町
の
行
政
情
報
を
い
ろ
い
ろ

と
聞
き
た
い
の
で
す
が
、
ど
ん

な
方
法
が
あ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や

町
民
団
体
が
町
の
行
政
に
つ

い
て
ご
理
解
を
深
め
る
た
め
の
会
合
や

研
修
会
な
ど
を
開
催
さ
れ
る
場
合
に
、

町
職
員
を
広
報
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣

し
、
町
の
行
政
情
報
を
提
供
す
る
「
ふ

れ
あ
い
広
報
サ
ー
ビ
ス
」
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、

実
施
計
画
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
計

画
書
の
様
式
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
先　

企
画
課
】

１）野外焼却（野焼き）は禁止です。

　家庭から出たゴミ、会社から出たゴミなどのゴミの種類に
関わらず、野外での焼却（野焼き）は禁止されています。
　ドラム缶や旧式の家庭用焼却炉を使ったり、ブロックを積
んだり、穴を掘ったりして家庭や会社のゴミを燃やす場合も
野外焼却（野焼き）に該当しますので禁止です。
　例外としては、農業を営むために必要な焼き畑や下枝の焼却などがあります。

２）生活環境に配慮しましょう。

　しかし、例外の範囲内とはいえ、燃やした時に発生する煙が通行車両の視野の妨げになったり、煙や臭いが洗
濯物についたり、煙が入るので窓を開けられない、ぜん息のかたにはつらいなど、近所迷惑になることもありま
す。
　そのため、燃やされる場合は、防災の面からも長時間は避けて、また、風の強い日は避けるよう地域の生活環
境に配慮しましょう。

http://www.kasamatsu-keiba.com/

◆マーチカップ（ＳＰⅡ）シリーズ

６日（日）

７日（月）

９日（水）　第３回若草賞（ＳＰⅢ）（ＪＲＡ優駿牝馬トライアル）

　　　　     春蘭月特別（中央・地方指定交流）

１０日（木）　岐阜放送杯　第３２回マーチカップ（ＳＰⅡ）

１１日（金）

ホームページにてレース映像配信実施中

ＮＴＴドコモ「ＦＯＭＡ」ライブ中継配信中

例外として焼却が認められるもの（例）
・焼き畑や下枝の焼却

・たき火、キャンプファイヤー

・左義長（さぎちょう）、塔婆の供養焼却

就学援助費のお知らせ
 郡三町教育委員会

　経済的理由で就学困難な小・中学校生に、給食

費や学用品費、その他学校に必要な経費の援助を

行っています。

　この援助を受けるには手続きが必要です。希望

されるかたは地域の民生委員、または学校の担任

にご相談ください。

【問合先】羽島郡三町教育委員会　�２４５・１１３３
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3月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

１３：２０～１４：１０８日（火）乳児健康診査

１３：１０～１３：５０１０日（木）１歳６か月児健康診査

１３：１０～１３：５０３日（木）３歳児健康診査

１３：２０～１４：００１８日（金）お 誕 生 教 室

９：２０～９：３０１０日（木）にこにこ教室

９：３０～９：４０１日（火）親子歯みがき教室

９：３０～１１：００

３日（木）
８日（火）
１４日（月）
１５日（火）

フッ化物塗布

９：５０～１０：００２日（水）プレパマクラブ

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０９日（水）

育児・　　　　
マタニティ相談

下 羽 栗 会 館１３：３０～１４：３０１４日（月）

福祉健康センター１３：００～１４：３０１５日（火）

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０２３日（水）

福祉健康センター１３：３０～１５：３０

２日（水）
ポリオ予防接種

４日（金）

９日（水）ツベルクリン反応検査

１１日（金）ＢＣＧ予防接種

２３日（水）ツベルクリン反応検査

２５日（金）ＢＣＧ予防接種

福祉健康センター

１３：３０～１５：３０

１日（火）

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

福 祉 会 館７日（月）

総 合 会 館１０日（木）

福祉健康センター１６日（水）

福 祉 会 館

１３：３０～１４：３０

７日（月）

健　康　相　談
福 祉 会 館

１４日（月）
下 羽 栗 会 館

福祉健康センター１３：００～１４：３０１５日（火）

中部サイデン（株）９：００～１０：３０

１１日（金）献　　　　　血 岐阜信用金庫１１：００～１２：３０

笠 松 町 役 場１３：３０～１６：００

保　健（健診・相談・教室など）
場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福 祉 会 館１３：００～１５：００
２日（水）

心配ごと相談
１６日（水）

福 祉 会 館１３：００～１５：００
２日（水）

悩みごと相談
１６日（水）

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町２６　� ３８７・２２４７
　早水春生　西宮町１３１  � ３８８・００２９
　河尻和男　北及１９０２　� ３８７・５７８８
　堀場靖隆　円城寺９２９  � ３８８・３７９１

身体障害者相談

相　談

▲

今月のテーマ
　家族みんなで、
　　　家のまわりをきれいにして
　　　　　住みよい環境をつくりましょう。

3月 20日　家庭の日

ごごみみ川川柳柳
すてたゴミ　いつかあなたに　ふりかかる

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作作品

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

９日（水）、２３日（水）古紙類等

９日（水）、２３日（水）紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※祝日は、収集しません。

プラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください。

金物・ガレキ類

カン・ビン・ペットボトル

ご　み

3月1日（火）　
　　～7日（月）

子どもの予防接種週間
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　地震が来たら、あなたはその時ど
うしますか？地震についてどのくら
い知っていますか？この本は今まで
起こった地震の経験を基に、災害を
乗り切るための教訓と知恵を若い世
代の人たちに伝える本です。

児童

今月の図書室のお休みは、３１日（木）です。
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

　

皆
さ
ん
、
ス
テ
キ
に
変
身
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

私
達
の
サ
ー
ク
ル
は
、
長
く
続
い

て
い
て
、
と
て
も
優
し
く
、
仲
間
思

い
の
人
達
ば
か
り
で
す
。
作
品
が
出

来
上
が
る
と
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
で
す
。
い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
出
て
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
着

物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
も
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
手
で
作
る
喜
び
、
着
る
楽
し

み
の
他
、
教
室
で
の
お
し
ゃ
べ
り
な

ど
楽
し
く
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

お
シ
ャ
レ
で
い
ら
れ
ま
す
。
興
味
の

あ
る
か
た
、
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

入
会
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
活
動
日
】
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

     　
　
   
午
後
１
時　

分
〜

３０

【
場　

所
】
松
枝
公
民
館

【
連
絡
先
】
門
前
町　

堀
江
千
代
子
宅

　
　
　
     
�
３
８
８
・
３
２
７
５

たらと豆腐のチゲなべ

　いつまでもオシャレ　 　　　松枝洋裁

１２歳からの被災者学

　「何事にもほどほどというのがありま
して…」で始まるおなじみの落語。そば
好きの男、清さんが、そば６０食べたら１０
両もらう約束をしますが果たして…。
　人気落語絵本シリーズの９作目の絵本
です。

落語絵本　そばせい

　化学物質たっぷりの市販品を使わず、
どこでも手に入る材料を使って、カー
ペットの染みから植物寄生虫まで対応
出来る１,００１の方法を紹介。自分で出来
る自然療法や美容法、また手作りの家
庭用品のレシピが満載です。

一般

著
者　
ロ
ー
レ
ル
・
ヴ
コ
ヴ
ィ
ッ
ク

発
行　

産
調
出
版

１００１の自然生活術

絵本

著
者　

川
端　

誠

発
行　

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

著
者　

土
岐　

憲
三〔
監
修
〕

発
行　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

（
作
り
方
）

①
た
ら
は
、
半
分
に
切
る
。
豆
腐

は
縦
半
分
に
切
り
、
１
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
幅
に
切
る
。
え
の
き

だ
け
は
根
元
を
切
り
、
ほ
ぐ
す
。

に
ら
は
４
〜
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
長
さ
に
切
る
。

②
鍋
に
水
カ
ッ
プ
４
杯
、
た
ら
、

え
の
き
だ
け
を
入
れ
て
火
に
か

け
、
煮
立
っ
た
ら
ア
ク
を
す
く

い
、
約　

分
間
弱
火
で
煮
る
。

１０

③
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
、
味
噌
、
ニ
ン

ニ
ク
を
合
わ
せ
、
②
の
煮
汁

少
々
で
溶
き
伸
ば
し
て
加
え
、

豆
腐
、
に
ら
、
３
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
に
切
っ
た
キ
ム
チ

を
加
え
、
２
〜
３
分
間
煮
る
。

○
塩
だ
ら
は
甘
塩
の
も
の
を
使
用

す
る
が
、
塩
味
が
強
い
場
合
は

水
に
浸
け
て
塩
抜
き
し
て
使
う
。

生
だ
ら
を
使
っ
て
も
良
い
。

○
塩
だ
ら
の
代
わ
り
に
、
豚
薄
切

り
肉
で
も
お
い
し
く
出
来
る
。

コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
と
は

　

米
、
こ
う
じ
、
赤
唐
辛
子
粉
、

水
あ
め
、
塩
な
ど
を
原
料
に
じ
っ

く
り
熟
成
さ
せ
た
唐
辛
子
味
噌
の

こ
と
。
韓
国
料
理
の
味
付
け
は
、

コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
で
決
ま
り
ま
す
。

刺
身
や
焼
肉
の
た
れ
、
和
え
物
、

煮
物
、
な
べ
物
な
ど
の
料
理
に
使

い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
に
瓶
入
り
や

チ
ュ
ー
ブ
入
り
で
置
い
て
あ
り
ま

す
。

材料（２人分）

・塩だら  ……２切れ（２５０ｇ）

・絹ごし豆腐  ……………１丁

・えのきだけ  ……………１束

・にら  ……………………１束

・キムチ  …………………６０ｇ

・コチュジャン  …大さじ１杯

・ミックス味噌  …大さじ２杯

・おろしニンニク  …小さじ１杯

・水  ………………カップ４杯
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「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　

生
き
生
き
と
し
た
声
が
会
場
内
に

響
き
わ
た
る
。

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０

０
４
・
ポ
ン
は
ぜ
菓
子
実
演
販
売
」

の
「
地
域
」
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
の
中

で
子
ど
も
た
ち
と
共
に
働
い
た
楽
し

い
ひ
と
時
で
し
た
。

　

私
た
ち
親
の
世
代
は
、
神
社
や
広

場
に
来
る
ポ
ン
は
ぜ
菓
子
づ
く
り
の

お
じ
さ
ん
を
見
る
と
、「
ボ
ォ
ー
ン
」

と
い
う
爆
発
音
と
香
ば
し
さ
に
誘
わ

れ
、
興
味
深
く
駆
け
寄
り
、
さ
っ
そ

く
家
か
ら
お
米
を
持
ち
出
し
て
、

い
っ
ぱ
い
の
米
菓
子
に
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
楽
し
さ
」
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
感

動
が
今
、
大
人
に
な
っ
て
み
る
と
、
こ

ん
な
感
動
を
も
た
ら
す
要
素
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

テ
ン
ト
内
は
「
ポ
ン
は
ぜ
菓
子
」

の
香
ば
し
い
匂
い
と
機
器
の
余
熱
で

満
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
味
付
け
の

攪
拌
作
業
は
、
力
仕
事
で
「
も
う
い

い
か
」「
よ
し
、
交
代
し
よ
う
」
と
協

力
し
、
助
け
合
っ
て
完
成
品
に
す
る
。

そ
し
て
、
お
客
さ
ん
の
様
子
を
伺
い

な
が
ら
手
早
く
詰
め
、「
は
い
、
お
待

ち
ど
う
さ
ま
」
と
声
が
出
る
。
自
分

た
ち
が
作
っ
た
も
の
を
売
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
が
沸
き
、「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」「
は
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
ト
ー
ン
が
高
く
な
り
、
元
気
の
良

さ
か
ら
活
気
が
溢
れ
る
。
途
中
、
客

足
が
止
ま
る
と
「
ど
う
し
よ
う
、
私

た
ち
で
売
り
に
出
よ
う
か
」
と
ポ
ン

は
ぜ
菓
子
の
看
板
を
持
ち
出
し
て
会

場
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
宣
伝
）
を
始

め
る
。
一
袋
十
円
以
上
で
販
売
し
た

結
集
が
数
万
円
に
な
り
、
地
域
社
会

の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
寄
贈
出
来
た

こ
と
に
充
実
感
を
感
じ
ま
し
た
。
す

べ
て
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
主
的
に

行
動
す
る
姿
が
素
晴
ら
し
く
、
工
夫

し
て
対
応
す
る
力
（
姿
勢
）
は
、
と

て
も
逞
し
く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
と
い
う
多
感
な
時
、
素
直

な
気
持
ち
で
、
自
主
的
に
物
事
に
立

ち
向
か
う
姿
勢
の
大
切
さ
に
つ
い
て

は
、
家
庭
・
学
校
生
活
を
通
じ
て
学

ぶ
こ
と
で
す
が
、
町
の
事
業
に
参
加

し
、
地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
学
ん

だ
体
験
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

豊
か
な
感
性
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
出
会
い
と

体
験
こ
そ
が
、
大
人
へ
と
成
長
す
る

「
糧
」
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
世
界
は
「
大
人
社

会
の
縮
小
版
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
町
の
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て

て
い
た
だ
け
る
「
地
域
（
ま
ち
）」
が

あ
る
こ
と
に
、
大
変
感
謝
し
ま
す
。

　
　

笠
松
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長　

葛
谷
昌
彦

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡三町教育委員会　　�２４５・１１３３

生
き
生
き
と
し
た
瞬
間

〜
そ
れ
は
輝
き
〜

　

か
つ
て
私
が
幼
い
頃
に
遊
ん

だ
川
は
、
現
在
、
道
路
の
下
の

排
水
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
豊

富
な
生
き
物
は
消
え
、「
ど
ぶ
」

と
呼
ば
れ
て
、
人
か
ら
疎
ま
し

が
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
の
課
題
」

を
話
題
に
す
る
と
き
、
最
後
に

行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、
周
り
の

自
然
や
社
会
・
人
と
の
関
わ
り

の
少
な
さ
で
す
。
当
然
、
関
わ

り
の
少
な
い
も
の
に
愛
着
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ど
ぶ
」
同
様
、
周
り
に
あ
る
も

の
の
大
切
さ
に
気
付
か
ず
、
関

わ
る
こ
と
に
面
倒
さ
す
ら
感
じ

る
子
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

先
日
、「
豊
か
な
体
験
活
動
」

全
体
会
が
、�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
豊
か
な
心
�
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

竹
林
整
備
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
「
風
と
土
の
会
」

の
小
野
賢
悟
さ
ん
か
ら
は
、
竹

細
工
を
教
え
た
中
学
生
が
、
そ

の
活
動
を
下
級
生
に
伝
え
、
更

に
は
整
備
の
作
業
ま
で
手
伝
い

た
い
と
申
し
出
る
子
ま
で
現
れ

た
と
い
う
事
例
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
地
域
振
興
局
の

三
本
木
隆
さ
ん
か
ら
は
、
ナ
ホ

ト
カ
号
の
重
油
流
出
事
故
の
際

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
学
校
に
戻
っ
て
か
ら
校
内

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
立
ち

上
げ
た
中
学
生
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　

自
分
が
直
接
関
わ
る
体
験
を

通
し
て
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の

地
域
・
社
会
を
見
直
し
、
守
る

べ
き
活
動
や
人
と
の
関
わ
り
を

築
き
直
そ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

感
じ
、
学
ん
だ
こ
と
が
、
彼
ら

に
豊
か
な
心
を
育
ん
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

今
の
時
代
も
、
子
ど
も
の
本

質
は
純
粋
で
す
。
未
来
を
担

う
心
豊
か
な
後
継
者
作
り
に

向
け
て
、
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
と
、
直
接
関
わ
る
体
験
の
場

を
き
ち
ん
と
与
え
て
い
く
べ

き
な
の
は
、
他
な
ら
ぬ
我
々
大

人
で
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
何
か
子
ど
も
と
共
に
出
来

る
こ
と
を
始
め
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

教育委員会
だより

豊
か
な
体
験
が　
　
　
　
　

　
　
　
　

豊
か
な
心
を
育
む
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羽島郡広域連合
�388・1195

正
し
い　

番
通
報

１１９

年金制度が変わります
［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　�273・6161●平成１７年度の国民年金の保険料額が変わります

　平成１７年度以後の国民年金の保険料については、法律により、平

成１６年改正時の価格表示で保険料額が定められています。そして、それぞれの年度ごとに定められ

た保険料額にその年度の保険料改定率を乗じて得た額が、その年度の保険料になります。

※平成１７年度の保険料改定率は１と定められたため、平成１７年４月からの保険料額は１３,５８０円とな
� ����������������������������������������������������������������������������������������

ります。
� �������

●第３号被保険者の届出漏れが救済されます

　過去に第３号被保険者期間の届出漏れがある場合、現在は届出日から遡及して２年前までの期間

しか保険料納付済期間に参入されず、それ以前の期間は、「保険料を未納している」ことと同じ取扱

いになります。それに気づかないままですと、将来年金をもらうときになって、もらえる年金が減

額になったり、場合によっては受給権を満たせず年金をもらえなくなってしまうことにもなりかね

ません。

　そこで、今回の改正で４月より、特例の届出をすることによって２年前以前の未届期間について

も、納付済期間として認められるようになります。

　

今
年
も「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

が
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
空
気

が
乾
燥
し
、
季
節
風
が
吹
き
荒
れ
、

１
年
で
最
も
火
災
が
多
く
発
生
す

る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
す
。
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、

も
し
も
あ
な
た
の
家
が
火
災
に
遭

遇
し
て
し
ま
っ
た
ら
あ
な
た
は
落

ち
着
い
て　

番
通
報
で
き
ま
す

１１９

か
？

　

そ
こ
で
今
回
は
、
改
め
て　

番
１１９

通
報
の
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

①
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
「
火
事
で

す
！
」
と
言
う
。

②
町
名
・
番
地
・
目
標
物
を
は
っ

き
り
と
。

　
「
○
○
町
○
○
番
地
の
○
○
で

す
。」「
目
標
物
は
○
○
で
す
。」

③
燃
え
て
い
る
物
を
具
体
的
に
。

　
「
○
○
ビ
ル
で
す
。
ゴ
ミ
が
燃

え
て
い
て
、
隣
家
に
燃
え
移
り

そ
う
で
す
。」
な
ど

④
ケ
ガ
人
や
逃
げ
遅
れ
が
あ
る
場

合
は
そ
の
内
容
を
付
け
加
え
る
。

　
「
火
元
建
物
に
病
気
で
寝
た
き

り
の
お
年
寄
り
が
い
ま
す
。」

⑤
最
後
に
氏
名
・
か
け
て
い
る
電

話
番
号
を
言
う
。

　
「
私
は
○
○
で
す
。
電
話
番
号

は
○
○
―
○
○
で
す
。」

※
携
帯
電
話
で
通
報
す
る
時
は
、

災
害
発
生
場
所
を
し
っ
か
り
確

認
し
、
必
ず
「
○
○
市
○
○
町
」

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市

町
村
が
不
明
な
場
合
や
通
報
状

態
が
悪
い
場
合
は
、
近
く
の
公

衆
電
話
か
家
庭
電
話
で
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

『
少
し
の
注
意
が
あ
な
た
を
救
う
』

火
事
で
す
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電
話
は
、
明
治
二
十
三
年
に
東
京
・

横
浜
間
で
開
通
し
、
一
般
の
利
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

笠
松
に
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇

七
）
に
電
話
が
開
通
し
ま
し
た
。
岐
阜

日
日
新
聞
の
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

十
月
二
十
六
日
の
記
事
に
よ
り
ま
す
と
、

笠
松
の
電
話
加
入
者
は
六
十
人
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
電
話
は
、
そ
の
後
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
通
信
文
化
の

花
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
笠
松
電
信
電
話
局
管
内
の
加

入
数
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
三
百
三
十

六
台
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
五
百
六
十

八
台
と
な
り
、
こ
の
年
以
降
は
特
に
著

し
く
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

電
話
加
入
数
の
増
加
と
共
に
サ
ー
ビ

ス
も
向
上
し
て
い
き
、
先
ず
電
話
の
自

動
化
は
、
県
下
で
は
昭
和
二
十
八
年
六

月
、
大
垣
市
を
最
初
に
、
三
十
年
に
岐
阜

市
、
三
十
二
年
に
は
笠
松
町
と
順
次
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
化
以
後
の
笠

松
の
加
入
電
話
数
は
、
多
い
年
に
は
年

間
六
百
台
も
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
は
市
外

 
電  
話  
機 

で
ん 
わ 

き

�388-0161　�388-0185〒501-6052　笠松町下本町87笠松町歴史民俗資料館

企画展

 郷 
きょう

 土 の 先  哲 　 漢  詩  人 
ど せん てつ かん し じん

伊
い

    藤  冠  峰 
とう かん ぽう

【会期】３月１日（火）～２１日（月）

【開館時間】午前９時～午後５時

【休館日】月曜日、祝日の場合はその翌日

【入館料】無料

る
簡
易
公
衆
電
話
と
委
託
公
衆
電
話
、

昭
和
三
十
四
年
か
ら
喫
茶
店
な
ど
に
置

か
れ
た
ピ
ン
ク
電
話
、
昭
和
三
十
六
年

か
ら
鋼
鉄
製
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が

設
置
さ
れ
、
利
用
者
の
便
宜
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
七
年
に
は
カ
ー
ド
式
公
衆

電
話
の
登
場
が
あ
り
、
公
衆
電
話
の
利

用
は
増
え
て
行
き
ま
し
た
が
、
携
帯
電

話
の
普
及
に
よ
り
そ
の
利
用
は
減
少
し

ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
一
般
の
電
話
に
も
お
よ

び
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
比
較
的
小
規

模
の
事
務
所
や
商
店
な
ど
で
使
用
さ
れ

る
切
替
ボ
タ
ン
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
、

昭
和
四
十
七
年
か
ら
は
一
本
の
電
話
で

四
台
ま
で
の
電
話
機
が
利
用
で
き
る

ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
も
利
用
さ
れ
始
め
ま

し
た
。

　

終
戦
直
後
の
困
難
な
状
況
か
ら
立
ち

直
っ
た
電
話
は
、
電
電
公
社
の
サ
ー
ビ

ス
面
で
の
努
力
も
あ
っ
て
驚
異
的
な
増

加
を
続
け
、
笠
松
の
場
合
、
昭
和
四
十

七
年
ま
で
は
電
話
加
入
数
は
世
帯
数
を

下
回
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
八
年
か

ら
は
一
家
に
一
台
の
電
話
が
普
及
し
ま

し
た
。

　

更
に
そ
の
後
も
増
加
し
続
け
て
昭
和

五
十
七
年
に
は
世
帯
数
六
千
百
六
十
六

に
対
し
加
入
電
話
数
は
八
千
四
百
三
十

七
台
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
民
俗
資
料
と
し
て
明

治
三
十
年
の
デ
ル
ビ
ル
磁
石
式
甲
号
卓

上
電
話
機
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

局
番
の
改
善
が
あ
り
ま
す
。
従
来
、
市
外

電
話
回
線
に
は
制
限
が
あ
り
、
電
話
局
に

市
外
通
話
を
申
し
込
ん
で
も
す
ぐ
に
は

通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
良
が
重
ね
ら

れ
即
時
通
話
が
実
現
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
公
衆
電
話
の
設
置
も
戦
後
大

き
く
進
展
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

終
戦
時
に
は
、
東
海
四
県
を
合
わ
せ

て
も
使
用
可
能
な
公
衆
電
話
は
わ
ず
か

六
十
台
程
度
で
し
た
か
ら
事
実
上
な
い

に
等
し
い
も
の
で
し
た
が
、
昭
和
二
十

二
年
か
ら
普
通
公
衆
電
話
、
昭
和
二
十

六
年
か
ら
い
わ
ゆ
る
赤
電
話
と
呼
ば
れ
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

子
ど
も
の
予
防
接
種
週
間
は
、
３

月
１
日
か
ら
何
日
ま
で
？

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
３
月
末
日
ま
で
に
秘

書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
５
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

　

２
月
６
日

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

三
輪
ま
り
、
宮
腰
文
夫
、
加
藤
全
利

  
表　

紙

　

四
月
か
ら
松
枝
小
学
校
に
入
学
す
る
、

保
育
所（
園
）、幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
を

迎
え
て
の「
半
日
入
学
」が
二
月
三
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
一
コ
マ
で
、
在
校
生
の

一
年
生
・
二
年
生
の
み
ん
な
の
、
歓
迎

の
歌
で
始
ま
り
、
ゲ
ー
ム
や
み
ん
な
が

良
く
知
っ
て
い
る
歌
な
ど
で
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

 小  杉 　 直 斗   くん（北及）

こ すぎ なお と
お な ま え は お な ま え は

 野  田 　 愛 実   ちゃん（円城寺）

の だ あ み

小杉　優・宏美さんの子 野田健司・保美さんの子
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まちの人口
平成１７年２月１日現在　前月比 

人　口　２２,２７０人（減　４）
　男　　１０,７０６人   （　－　）
　女　　１１,５６４人   （減　４）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,６５９世帯 　　（　－　）

平成１６年
３月１５日生うお座

平成１６年
３月２６日生
おひつじ座




